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学力向上研究班 令和2年３月

令和元年度久留米市教育センター調査研究

vol.1では、「プランの作成」
と「プランの共有」を中心に
紹介します。

Ｑ.１ なぜ学力向上プランが必要なのだろう？・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２

Ｑ.２ Step1の学力プランの作成の手順は？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P４

Ｑ.３ Step２の学力向上プランの共有とは？･･･・・・・・・・・・・・・・・・・・P８

Ｑ.４ Step３の学力向上プランを改善とは？･･･・・・・・・・・・・・・・・・・・P９

Ｑ.５ 実践推進校の学力向上のプランを見てみよう！・・・・・・・・・・・・P１0

Ｑ.６ 学力向上プランの実践に取り組んで感じたよさは？・・・・・・・・・Ｐ１６

くるめ版 学力向上のすすめvol.1



Ｑ.１なぜ学力向上プランが
必要なのだろう？

①久留米市の学力は？

②学力が向上している学校・学年の特徴は？

○ 全体として学力は向上傾向（学力の実態）

△ 個別的、一時的な取組も見られる（取組の実態）

→ 伸びを全体（全学校、全学年、全学級、子ども一人一人）のものに！

○ 学校全体、学年全体で学力向上の取組を共有

→ みんなで取り組むので子ども一人一人に徹底

→ 一人一人に徹底するので効果が最大化！

全国学力・学習状況調査（H２７～R０１）

小学校（国語）

▲ 5.0

▲ 4.0

▲ 3.0

▲ 2.0

▲ 1.0

0.0

1.0

国語A ▲ 1.7 ▲ 4.7 0.2 ▲ 1.7 0.2

国語B ▲ 2.2 ▲ 0.2 ▲ 0.5 ▲ 0.7 0.2

H27 H28 H29 H30 R01

小学校（算数）

▲ 6.0

▲ 5.0

▲ 4.0

▲ 3.0

▲ 2.0

▲ 1.0

0.0

1.0

算数A ▲ 3.1 ▲ 1.5 ▲ 0.6 ▲ 2.5 ▲ 1.6

算数B ▲ 2.3 ▲ 0.3 ▲ 0.9 ▲ 1.5 ▲ 1.6

H27 H28 H29 H30 R01

中学校（国語）

▲ 6.0

▲ 5.0

▲ 4.0

▲ 3.0

▲ 2.0

▲ 1.0

0.0

1.0

国語A ▲ 3.5 ▲ 2.9 ▲ 2.4 ▲ 3.1 ▲ 2.8

国語B ▲ 3.2 ▲ 2.7 ▲ 2.2 ▲ 3.2 ▲ 2.8

H27 H28 H29 H30 R01

中学校（数学）

▲ 6.0

▲ 5.0

▲ 4.0

▲ 3.0

▲ 2.0

▲ 1.0

0.0

1.0

数学A ▲ 4.1 ▲ 4.4 ▲ 3.6 ▲ 3.1 ▲ 3.8

数学B ▲ 4.3 ▲ 4.1 ▲ 3.1 ▲ 4.9 ▲ 3.8

H27 H28 H29 H30 R01

小学校（国語） 小学校（算数） 中学校（国語） 中学校（数学）

宿題内容を共有

学年で交換授業を
実施

Ｐ２

授業の流れを共有 提出物の
書き直し方を共有

生徒指導に
学年全員で対応



③学力向上プランはなぜ必要なの？

学校全体で学力向上の取組の共有化を行う
→ 学力向上プラン
さらに、学力向上プランの実効性を高める
→ 学力向上検証改善サイクル

Step1 学力向上プランの作成
・課題の分析
・要因の検討
・目標の設定
・取組の設定

④どのようにして進めたらいいの？

「学力向上検証改善サイクル」は、学力向上に係る日頃の授業を改善することをねらいと
したもので、「Plan（計画）→Do（実施）→Check（評価）→Action（改善）」の４つの段
階で構成されます。これまでの指導の反省などから改善点を明確にした上で、PDCAを回して
いくことが大切です。

福岡県教育センター研究紀要No.202「実効性のある検証改善サイクルによる学力向上」P3

Step2 学力向上プランの共有（みんなのものに）

Step3 学力向上プランの改善（よりよいものに）

学力向上プラン

改善した
学力向上プラン

さらに改善した
学力向上プラン

学力向上の取組を共有化するために学力向上プランが必要
なんだね。３つのStepはどのように進めたらいいのかな？

Ｐ３



○○学校 福岡県 全国

２（１） 9５.0 95.3 95.2
１（１） 9５.０ 93.2 93.1
４（１） ９０.０ 83.1 82.7
３（１） ９０.０ 82.7 81.8
３（３） ８０.０ 76.4 74.9
２（２） 75.０ 77.2 78.6
４（２） ７０.０ 68.6 68.6
４（３） 60.0 62.5 62.6
２（４） ６０.０ 60.6 60.1
１（２） 5５.０ 60.0 60.3
２（３） ５０.０ 50.6 52.1
３（４） 4５.０ 47.6 47.0
１（３） 4０.０ 42.9 43.9
３（２） ３０.０ 31.3 31.1

問題番号
正答率(％)

第１四分位の７問目までは、多くの子ども
が正解していることがわかります。そこで、
８、９問目を「次の一歩問題」と考え重点的
に取り組む問題として設定します。

①正答率の高い順に問題を整理
→D層の子どもの「次の一歩問題」を見つけ出そう！

・視点１-①（課題の分析）
子ども達を見つめよう！

分析するデータは？

・全国・県・市の学力調査

・子どもの授業評価 等

分析する視点として、

①正答率の高い順に問題を整理

②解答形式別に正答率の比較

③非認知能力の特徴

の３点を紹介します。

Ｐ４

正答率の高い順に
並び替えた問題

第１四分位（D層）が
正解した問題数

Ｑ.２Step1の学力向上プランの
作成の手順は？

実際に問題を
解いてみるこ
とも大切です。

○○学校 福岡県 全国

12.0問 12.0問 12.0問

9.0問 10.0問 10.0問

7.0問 7.0問 7.0問

△ 第３四分位

◇ 第２四分位

▽ 第１四分位

平成３１年度全国学力・学習状況調査結果（算数）を基に作成



（５）自分にはよいところがあると思いますか。

（８）将来の夢や目標を持っていますか。

（１０）難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。

（１２）学校に行くのは楽しいと思いますか。

（１３）学校のきまりを守っていますか。

（１８）学校の授業時間以外に、普段どのぐらいの時間勉強しますか。

（３５）5年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自

分から取り組んでいたと思いますか。

（３７）国語の勉強は好きですか。

（３９）国語の授業の内容はよく分かりますか。

（４１）国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話したり聞いたり

書いたり読んだりする時に活用していますか。

（４６）算数（数学）の勉強は好きですか。

（４８）算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか。

（５０）算数（数学）の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できな

いか考えますか。 Ｐ５

②解答形式別（選択、短答、記述）に正答率の比較
→授業でどのような発問が必要なのか見つけ出そう！

③非認知能力の特徴
→学力と質問紙の結果との相関を確認しよう！

学力調査結果の問題形式ごとの正答率を県や国と比較すると、子ども達の解答形式によ
る特徴が見えてきます。県全体としては、記述式の問題に課題があると分析されています。
自校の子ども達の結果を見て、短答式に課題が見られたときは、記述式だけではなく、
短答式で答えさせる発問を授業の中で意識して取り組む必要があります。

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)
○○学校 福岡県（公立） 全国（公立）

全体 14 ７０ 67 66.6 

学習指導要領の
領域

数と計算 7 ６０.０ 63.5 63.2 
量と測定 3 ５０.０ 52.0 52.9 
図形 2 75.０ 76.6 76.7 
数量関係 7 ７０.０ 68.1 68.3 

評価の観点

算数への関心・意欲・態度 0
数学的な考え方 8 60.０ 62.3 62.2 

数量や図形についての技能 4 7０.０ 73.3 73.6 
数量や図形についての知識・理解 2 ７５.０ 70.4 70.1 

問題形式
選択式 5 7５.０ 75.8 75.7 
短答式 5 7０.０ 73.1 72.8 
記述式 4 4５.０ 46.8 47.4 

テストの数値には
表れない子どもの
課題が見られる場
合があります。

「非認知能力」とは、自信

や意欲、志、やり遂げる力、

協働する力、ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝの力、

感情をｺﾝﾄﾛー ﾙする力など

福岡県教育委員会「学力向上プラン

の作成・活用について」

平成３１年度全国学力・学習状況調査結果（算数）を基に作成

「(文部科学省主催)令和
元年度全国学力・学習状
況調査結果説明会」資料
を基に項目を選定



視点１-②（目標の設定）
目指す子どもの姿を決めよう！

「中期目標」とは？

→ 義務教育９年間で目指す姿

「短期目標」とは？

→ １年間で目指す姿

※小学校は、次年度の中１の姿までＰ６

視点１-①（要因の検討）
課題が見られる理由を考えよう！

・授業づくりに課題はないか？

・学力基盤づくりは十分か？

・教員の意識・指導力は？

・家庭や関係機関との連携は取れて

いるか？

の４点から要因を考えてみましょう。

記号等で、どの課題が、どの要因

から生じていると考えているのかを

明確にしましょう。

課題 要因

課題Ａ
課題Ｂ
課題Ｃ
課題Ｄ

要因①

要因②

要因③

視点１-①

指導生徒質問紙、
学校質問紙、授業
評価から傾向を見
てみましょう。



視点２

〔取組指標〕１単位時間で習得する具体的な知識、技能を週指導計画案に毎時間記入

〔成果指標〕子どもの授業評価の「毎時間の授業で何を学習したのかがはっきりしている」が３．５以上

視点３

〔取組指標〕自分で目標を決め、取り組み、達成感を味わう活動の設定（毎月１回、学級活動で）

〔成果指標〕「自分にはよいところがありますか」の項目で当てはまるが５０％以上

視点４

〔取組指標〕定期考査に学力調査問題等を参考にした問題を出題（各学年、各教科、１問以上）

〔成果指標〕教員アンケートの「生徒は習得した知識、技能を活用して課題を解決している」の項目で３．５以上

視点５

〔取組指標〕家庭学習取組表の活用（毎月３０日提出、保護者のコメントの記入）

〔成果指標〕質問紙調査「自分で計画を立てた勉強」の結果が全国＋１．０ Ｐ７

視点２～５（取組の設定）
何に取り組むのかを決めよう！

各視点の取組の
・関連付け
・具体化
・焦点化
・重点化

等の４点から考えましょう。

「関連付け」とは？･･･視点１ー①のどの要因に対応した取組なのかを確認！

（Ｐ１０からの実践推進校の学力向上プランを参照）

「具体化」とは？･･･何を、いつ（までに）、どの場面で、どの程度行うこと

で、どんな姿を目指すかを明確化！（下の記述例を参照）

「焦点化」とは？･･･取組をたくさん決めるのではなく、これだけは全員で取

り組むものだけに数を厳選！

「重点化」とは？･･･視点２～５の取組から、まずはどの取組を徹底させるこ

とが大切なのか順番を決定！

具体化された取組の記述例



共有→みんなのものにするために

作成する時は？
→ 校内研修に設定し、みんなで取り組もう！

作成した後は？
→ 日常的に目に入るように工夫しよう！

Ｐ８

Ｑ.３Step２の学力向上プラン
の共有とは？

みんなで学力調査問題を解いたり、課題を
出し合ったりすることで、学力向上プラン作
成に関わる場を設定しましょう。
そのことが、一人ひとりの学力向上プラン

の理解や学力向上プランに取り組もうとする
意識の向上につながります。

せっかくの学力向上プランも活用しないと
効果が発揮されません。校内の先生方の目に
入る場所に学力向上プランを掲示することで、
日常的に意識できるような工夫をしましょう。
一人ひとりの先生が意識することで、取組

が徹底することにつながります。

職員間の話題になり、協働意識が
高まるといいね！（実践推進校アンケートより）

上に紹介した２つ以外にも共有化する方法はありそう
だね。各学校に合わせたアイデアを考えよう！
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改善→よりよいものにするために

学力向上プランをより実効性のあるものにするためには？
→ ＰＤＣＡサイクルに取り組もう！
→ 学力向上ロードマップの作成が必要！

学力向上ロードマップの例（令和元年度）

学力向上プラン

改善した
学力向上プラン

さらに改善した
学力向上プラン

Ｑ.４Step３の学力向上プラン
を改善とは？

３つのStepのポイントがわかったよ。
どんな学力向上プランにしようかな？ Ｐ９



Step1
（作成）
イチオシ
Point!
「視点２と
主題研修
を関連」

Ｐ10

Ｑ.５実践推進校の学力向上プラ
ンを見てみよう！

視点２の取組を

校内研修の中で
具体化に取り組

みました。

○めあてとまとめ

↓

校内研修の
「問いを引き出す

活動」で具体化

○交流活動

↓

校内研修の
「再考する活動」

で具体化

推進校①：合川小学校の学力向上プラン



Ｐ１１

Step２（共有）イチオシPoint!
「ちょこっと研修＋職員室通信」

「視点２で示す授業」の共通理解を図るために、①放課後に短時間の研修、②日
常的に授業を見る機会の設定、③授業内容をまとめた通信の発行を行いました。
また、先生方のニーズから、授業開きや生徒指導の内容についても実施しました。

学力向上
プランと校
内研修の取
組を重ねる
ことは、取
組の焦点化
と同時に共
有化にもつ
ながるね！

【職員室通信】



Ｐ１２

推進校②：城島小学校の学力向上プラン

Step２（共有）イチオシPoint!
「週指導計画への位置づけ」

視点２の取組を実施する授業を
週指導計画に書き込むことで、
計画的な実施につなげました。

Step２
（共有）
イチオシ
Point!
「全校の子
どもの変容
を断続的に
確認」

取組による全
校の子どもの
変容を断続的
にグラフ化し、
確認すること
で、職員の取
組に対する意
欲付けを行い
ました。

【視点２の取組を位置づけた週案】



Step1（作成）イチオシPoint!
「授業づくりの基盤となる視点３と４」

Ｐ１３

視点２の授業づくりを支えるためには、視点３に示す「学級の支持的風
土づくり」の取組が重要です。その取組を実施するために、視点４に「ＳＳ
Ｔ研修、ＣＡＰ研修」を設定し、職員の指導力の向上を図りました。

学力向上のためには、
子どもの非認知能力を
高めることが大切なん
だね。

Ａ～Ｅの
課題とその
要因の①～
④、そして、
取組の３つ
のつながり
が記号と数
字で明確に
示されてい
るね。

【ＣＡＰ研修テキスト】



Ｐ１４

推進校③：青陵中学校の学力向上プラン

Step２（共有）イチオシPoint!
「成果の視覚化」

家庭学習時間の調査結果をグラフ化して、
変容を生徒、教員が確認できるようにしまし
た。個人の変容は保護者とも共有しています。

Step１
（作成）
イチオシ
Point!
「全職員で
自校採点」

全ての教科・
領域での実践
につながるよう
に、全職員で
採点を行い、子
どもの実態把
握をしました。

【１日当たりの家庭学習調査】



Ｐ１５

Step２（共有）イチオシPoint!
「『青陵学び合いスタイル』の具体化」
「個人」→「班」→「全体」での言語活動を定着させるた
めに、右のように具体的に示しました。活動モデルを示すこ
とでスムーズにとり入れることができます。

家庭学習
時間の変容
を生徒はも
ちろん、教
師、保護者
とも共有す
ることで、
みんなの意
識が一つに
なることに
つながるね。

【学び合いスタイルの活動モデル】



もっと実効性のある(子どもにとってより効果が
あり、教師が取り組みやすい)プランにしたい！

実践推進校の教師アンケートより

【令和元年度 学力向上研究班】
学校教育課 指導主事 下川 嘉満、内田 良一
教育センター 指導主事 德永 裕輔、松澤 善明
学力向上実践推進校 合川小学校、城島小学校、青陵中学校
久留米市教育センター 福岡県久留米市南１丁目８番１号
TEL：0942(36)9777/FAX:0942(35)9930

vol.2は、Step3「プランの改善」
について掲載予定です。

○ 子どもの向上的な変容を感じた

○ 自分自身の授業改善につながる

○ 学校の協働意識の向上につながる

Ｑ.６学力向上プランの実践に
取り組んで感じたよさは？

Step1
プランの
作成

Step2
プランの
共有

Step3 
プランの
改善


